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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)

(図表 も含めて分かりやすく記入のこと)

企業にとっての環境問題は、従来の公害抑止型の取り組みから、社会の一構成員として循環型社

会構築のためにいかに優れた環境調麹型製品やサービスを提供できるのか、という問題に移ってき

た。近年では、企業経営の際に、経済 ・環境側面に加えて、社会的側面をも考慮に入れて経営を行う

ことが、企業の社会的責任(CSE:Corporate　 Social Respoｎsibility)であるとして、CSRに 配憲し

た経営が求められるようになってきた。

これらの問題を改善するための一つの方策として、グリーン調達があげられている。グリーン調達は

、企業が部材や資材を調達する際に、従来のコスト等に加えて環境配慮を加えることである。大企業

がグリーン調達を行うことで、その効果をサプライチェーン全体に及ぼすことができると期待されている

。しかし、このグリーン調達を行う際に用いることが可能である環境影響を考慮に入れた製品等の選

択手法はない。

そこで、本論文では、企業の環境経営度を評価する手法を開発するとともに、環境影響統合化手法

で ある

と

LIME(Life-cycle Impact assessment Method based on Endpoint modeling)

JEPIX(Environmental Policy Priorities Index for Japan)X を用いて製品の環境影響評価を

行い、グリーン調達に応用可能な企業の環境経営度を考慮に入れた製晶選択手法に関する研究、

及び開発を行うことを臼的とした.

《研究結果》

・ データの収集

専用のソフトウェアを開発し、インターネット上の2423社 について調査を行い、その内環境報告書

を発行している328社 について、19種 類の環境負荷物質の排出量と資源消費量についての定量的

なデータを収集した。これらの情報を自動的に収集することでアンケート回答に伴う企業の負担を軽

減できた。

・ 環境経営評価手法に関する研究

自身も研究に携わった、環境経営格付機構による定性的な環境経営評緬手法について詳細な検

討を行った。2002年 度の企業の環境経営度の評価結果を2003年 度の環境負荷物質の排出量を調

査することによって、提案された環境経営評価手法の妥当性の検証を試みた。

その結果、温室効果ガスの排出量と最終埋立処分量について、ばらづきはあるものの環境経営度

が高かった企業ほど環境効率が向上していることを確認し、定性的な環境経営評緬手法が有用であ

ることを示した。

・ グリーン調達に適用可能な企業の環境経営度を考慮に入れた製品選択手法の捷案

提案した手法は企業の環境効率と製品の環境効率をベクトルと考えて和を取ることによって環境経

営度と製品の環境影響について同時に評価する手法となっている。ここで環境効率は製品の付加価



値あるい は、企業の営業利益をLIMEに よって計算される環境影響値で割ったものとして定義してい

る。

ケーススタディとして複写機、カメラ、パソコンのリース、セメントの製造プロセスを取り上げている。複

写機については、企業経営の環境効率に約10倍 の差があることから、製品の環境効率のみによって

選択を行う場合よりも、企業の環境効率を考慮に入れて製品選択を行うことで、より効率的な環境影

響の低減が行い得るという結果を得た。カメラの選択事例では企業の環境経営度も考慮に入れて評

価を行った結果、デジタルカメラは従来の銀塩カメラに比べて約5倍 環境効率が高いという結果を得

ている。ただし、提案した選択手法では基本性能以外の利便性を取り入れることは困難である。
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